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名
古
屋
市
か
ら
約
55
分
、
東

京
・
大
阪
か
ら
約
2
時
間
半
の
愛

知
県
と
静
岡
県
境
寄
り
に
新
城
市

が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
平
成
27
年

4
月
か
ら｢

若
者
議
会｣

・｢

新
城

市
若
者
議
会
条
例｣

を
制
定
し
、

若
者
が
全
力
で
政
策
提
言
を
し
、

事
業
化
し
、
実
行
す
る｢

若
者
が

活
躍
で
き
る
ま
ち｣

と
い
う
共
通

目
標
達
成
を
目
指
し
て
い
る
。
日

本
で
初
め
て
条
例
で
若
者
議
会
を

定
め
、
そ
こ
に
市
の
予
算
を
つ
け

て
、
そ
の
予
算
の
使
い
道
を
政
策

と
し
て
若
者
自
ら
が
考
え
、
そ
れ

を
さ
ら
に
市
長
に
答
申
し
、
市
議

会
の
承
認
を
得
て
、
現
実
に
執
行

し
て
い
く
一
連
の
仕
組
み
や
サ
イ

ク
ル
を
つ
く
り
上
げ
た
。

　

全
国
か
ら
注
目
さ
れ
る
こ
の
シ

ス
テ
ム
を
つ
く
り
上
げ
た
15
歳
か

ら
29
歳
ま
で
の
若
者
20
名
と
、
そ

れ
を
支
え
一
千
万
円
の
予
算
化
を

　

し
た
穂
積
亮
次
新
城
市
長
並
び
に

新
城
市
議
会
に
対
し
敬
意
を
表
し
、

今
後
に
大
い
な
る
期
待
を
寄
せ
た

い
。

　

そ
れ
は
新
し
い
城(

N
e
w

　

c
a
s
t
l
e
)

と
い
う
意
味
を
持
つ
海

外
の
都
市
と
の
交
流
で
あ
っ
た
。

1
9
9
8
年
に
世
界
の｢

新
城｣

が

集
ま
っ
て｢

世
界
新
城
サ
ミ
ッ
ト｣

を
開
催
、
以
降
2
年
毎
に
各
国
持

ち
回
り
で
、
少
子
化
や
高
齢
化
、

中
心
市
街
地
の
空
洞
化
や
若
者
の

流
出
、
働
く
場
の
確
保
な
ど
共
通

課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
重
ね

る
う
ち
に
、
各
国
に
お
け
る
若
者

議
会
に
影
響
を
受
け
て
新
城
市
若

者
議
会
を
創
設
、
2
年
後
に
は
発

足
20
周
年
を
記
念
し
て
世
界
各
国

か
ら
若
者
が
新
城
市
に
集
ま
り

｢

世
界
新
城
ア
ラ
イ
ア
ン
ス(

連
合

)｣
を
開
催
す
る
予
定
だ
と
い
う
。

　

こ
う
し
た
若
者
た
ち
の
シ
チ
ズ

ン
シ
ッ
プ
推
進
の
取
組
み
に
対
し
、

第
11
回
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
大
賞
優
秀

賞
が
授
与
さ
れ
た
。
高
校
1
年
生

の
村
松
里
恵
若
者
議
会
議
長
が

堂
々
と
プ
レ
ゼ
ン
を
行
い
、
賞
状

と
楯
を
受
け
取
っ
た
。
大
勢
の
参

加
者
と
共
に
私
は
、
新
鮮
な
感
激

と
若
者
の
高
い
志
に
大
拍
手
を
送

っ
た
も
の
だ
。

　

そ
の
取
組
み
を
以
下
紹
介
す
る

と
、
平
成
27
年
度
の
第
1
期
若
者

議
会
で
は
、
全
体
会
を
14
回
、
分

科
会
60
回
、
地
域
意
見
交
換
会
10

回
、
市
議
会
議
員
と
の
意
見
交
換
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
市
部
長
職
と

の
討
論
、
市
担
当
職
員
と
の
意
見

交
換
、
地
元
高
校
で
の
発
表
、
ま

ち
づ
く
り
研
修
、
先
進
地
視
察
な

ど
を
重
ね
て
、
政
策
を
ま
と
め
上

げ
て
い
く
。
自
分
た
ち
だ
け
で
政

策
は
作
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う

強
い
意
識
で
行
動
し
、
多
く
の
こ

と
を
学
ん
だ
と
い
う
。
そ
し
て
6

つ
の
事
業(

若
者
防
災
意
識
向
上

事
業
、
い
き
い
き
健
康
づ
く
り
事

業
、
お
し
ゃ
べ
り
チ
ケ
ッ
ト
事
業
、

図
書
館
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
、

若
者
議
会
特
化
型PR

、
情
報
共
有

ス
ペ
ー
ス
設
立
事
業)

を
市
長
に

答
申
し
、
1
千
万
円
の
市
予
算
が

議
会
で
承
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

若
者
議
会
の
流
れ
と
し
て
、
議

長
・
副
議
長
選
出
、
所
信
表
明
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
る
政
策
検

討
、
政
策
勉
強
会
・
政
策
中
間
発

表
・
議
場
に
お
け
る
討
論
、
予
算

検
討
会
、
先
進
地
視
察
な
ど
、
本

格
的
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
い
る
。

　

平
成
28
年
度
の
第
2
期
若
者
議

会
で
は
、
第
1
期
の
3
事
業(

図

書
館
、
ま
ち
づ
く
り
情
報
セ
ン
タ

ー
、
広
報)

を
引
き
継
ぎ
、
そ
の

他
の
事
業
に
つ
い
て
も
若
者
が
政

策
提
案(

プ
ラ
ン)

し
た
こ
と
を
事

業
実
施(

プ
レ
イ)

す
る
ス
テ
ー
ジ

へ
と
つ
な
げ
て
い
る
。
ま
た
、
7

月
の
参
議
院
選
挙
に
向
け
た
選
挙

啓
発
と
し
て
、
選
挙
管
理
委
員
会

と
コ
ラ
ボ
し
た
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

啓
発
な
ど
に
挑
戦
し
て
い
る
。
さ

ら
に
新
城
市
を
よ
り
魅
力
的
な
ま

ち
に
す
る
た
め
、
政
策
検
討
手
法

を
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
ア
ク
テ
ィ

ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
的
要
素
に
と
ど
ま

ら
ず
、
ラ
ジ
オ
出
演
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
ブ
ロ
グ
更
新
な
ど
の
情
報

発
信
を
積
極
的
に
展
開
し
た
と
い

う
。

　

ま
さ
に｢

若
者
は
、
任
せ
る
こ

と
で
力
を
発
揮
す
る｣

で
あ
り
、

市
議
会
の
協
力
の
下
で
議
場
に
お

い
て
3
回
、
発
信
表
明
、
中
間
発

表
、
答
申
な
ど
本
番
さ
な
が
ら
の

様
子
が
、
地
元
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
表
す
る
こ
と

で
責
任
感
と
自
覚
が
芽
生
え
、
視

聴
す
る
市
民
サ
イ
ド
か
ら
も
応
援

の
声
が
大
き
い
そ
う
だ
。

　

以
上
の
如
く
、
若
者
議
会
は
市

長
の
附
属
機
関
で
あ
っ
て
も
、
若

者
自
身
が
公
共
、
公
益
、
公
平
、

公
正
を
学
び
シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
を

身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
シ
ス

テ
ム
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

　

第
2
期
若
者
議
会
の
新
規
事
業

は｢

し
ん
し
ろ
魅
力
創
出
事
業｣

だ
。

　

平成28年度 第2期 新城市若者議会委員(新城市役所)

Vol.110

若者のチャレンジ
   愛知県新城市｢若者議会｣
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若
者
た
ち
は
新
城
市
の
魅
力
が
市

内
外
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
が

課
題
と
考
え
た
。
そ
こ
で
、
新
城

市
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
、
交

流
人
口
の
増
加
に
つ
な
げ
る
た
め
、

魅
力
を
若
者
目
線
で
発
信
す
る｢

観
光｣
と
、
新
城
市
の
新
た
な
魅

力
を
創
出
す
る
た
め
の｢

教
育｣

に

焦
点
を
絞
り
込
む
。
観
光
面
で
は
、

女
性
や
若
者
が
訪
れ
や
す
く
な
る

よ
う
な
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
な

ど
、
教
育
面
で
は
学
生
自
ら
が
地

域
の
課
題
を
見
つ
け
解
決
策
を
考

え
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
や

シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
な
ど
の

先
進
事
例
を
学
び
、
今
後
の
新
城

市
の
教
育
の
さ
ら
な
る
発
展
に
向

け
た
提
案
を
若
者
目
線
で
行
っ
て

い
き
た
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

表
彰
式
の
後
、
私
は
プ
レ
ゼ
ン

タ
ー
の
村
松
里
恵
議
長
・
穂
積
市

長
と
直
接
話
し
合
う
。
曰
く
、｢

難
し
い
言
葉
で
作
ら
れ
た
政
策
よ

り
も
、
若
者
が
全
力
で
作
り
上
げ

た
政
策
は
、
き
っ
と
心
に
響
く
も

の
で
あ
る
筈
で
す｣

と
、
高
校
1

年
生
と
思
え
な
い
頼
も
し
い
コ
メ

ン
ト
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
、
ユ
ニ
ー
ク
な
シ

チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
推
進
賞
を
紹
介
し

た
い
。
お
笑
い
タ
レ
ン
ト
の
た
か

ま
つ
な
な
さ
ん
が
、｢

政
治
を
も

っ
と
身
近
に
感
じ
て
欲
し
い｣

と

の
願
い
か
ら
、
18
歳
選
挙
権
導
入

を
契
機
に｢

笑
え
る
！
使
え
る
！

政
治
教
育
シ
ョ
ー｣

を
立
ち
上
げ
、

4
月
末
に
ラ
イ
ブ
、
6
月
か
ら
は

全
国
の
学
校
へ
主
権
者
教
育
の
出

張
授
業
を
展
開
、
1
ヶ
月
間
約

2
0
0
0
人
の
子
ど
も
た
ち
が
参

加
し
た
と
い
う
。

　

政
治
・
社
会
を
身
近
に
感
じ
、

ド
キ
ド
キ
・
ワ
ク
ワ
ク
す
る
楽
し

い
コ
ン
テ
ン
ツ
を
編
み
出
し
、
そ

の
開
発
費
用
と
日
本
中
の
高
校
を

駆
け
巡
る
資
金
を
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
で
集
め
、
1
5
7
人

か
ら
1
3
4
万
円
の
支
援
、
主

婦
・
学
生
・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
・
Ｏ

Ｌ
な
ど
約
15
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

も
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
て
く

れ
た
と
い
う
。

　

政
治
っ
て
本
当
に
大
事
な
の
に
、

18
歳
・
19
歳
の
若
者
の
本
音
は｢

政
治
っ
て
難
し
い｣｢

誰
に
投
票
す

れ
ば
い
い
の
か
分
か
ら
な
い｣｢
選

挙
っ
て
行
か
な
き
ゃ
い
け
な
い

の
？｣

と
い
う
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
ま
ま
政
治
に
無
関
心
な
若
者

の
が
増
え
続
け
て
い
い
筈
が
な
い
、

と
危
機
感
を
持
つ
大
人
た
ち｢

ど

う
や
っ
て
教
え
れ
ば
効
果
的
な
の

だ
ろ
う
か
？｣

と
熱
い
想
い
を
持

つ
学
校
の
先
生
方
に
少
し
で
も
役

に
た
て
れ
ば
と
思
っ
た
そ
う
だ
。

　

そ
こ
で
、
政
治
に
関
す
る
固
い

話
を｢

面
白
く
な
け
れ
ば
、
伝
わ
ら

な
い
。
伝
わ
ら
な
け
れ
ば
、
意
味

が
な
い｣

と
い
う
切
り
口
か
ら
、
社

会
問
題
に
興
味
の
な
い
人
で
も
、

お
笑
い
を
通
せ
ば
敷
居
が
低
く
な

り
、
考
え
る
キ
ッ
カ
ケ
に
な
る
と

考
え
て
、
お
笑
い
を
手
段
と
し
て

若
者
の
政
治
参
加
を
促
し
、
民
主

主
義
の
再
生
を
図
る
と
い
う
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
始
め
、
平
成
の
松
下
村

塾
な
ら
ぬ
笑
下
村
塾
を
設
立
し｢

笑

い
な
が
ら
、
政
治
を
学
ぶ｣

ス
タ
イ

ル
で
出
張
授
業
を
展
開
し
て
い
る
。

　

ち
ょ
っ
と
コ
ン
テ
ン
ツ(

中
身)

を
の
ぞ
い
て
見
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ

制
約
時
間
内
で
自
己
紹
介
、
3
分

で
分
か
る
民
主
主
義(

選
挙
っ

て
？
民
主
主
義
っ
て
？)

、
選
挙

に
行
か
な
い
と
ど
う
な
る
、
実
際

に
討
論
・
投
票
、
世
界
を
変
え
た

10
代
の
実
例
紹
介
、
自
分
の
思
い

を
社
会
で
実
現
す
る
方
法(

選
挙

)

、
悪
い
政
治
家
を
見
抜
く
ゲ
ー

ム
、
な
ぜ
今
な
の
か(

70
年
ぶ
り

の
制
度
見
直
し)

、
ラ
ス
ト
チ
ャ

ン
ス
か
も
知
れ
な
い
等
々
を
、
ゲ

ー
ム
や
寸
劇
で
面
白
く
進
行
し
、

討
論
し
、
行
動
す
る
と
い
う
も
の

だ
。
そ
こ
に
は
笑
い
を
誘
う
工
夫

が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。

　

笑
下
村
塾
た
か
ま
つ
な
な
さ
ん

は
、
海
外
出
張
中
で
当
日
は
欠
席

だ
っ
た
が
、
1
9
9
3
年
生
ま
れ
、

現
在
も
な
お
東
京
大
大
学
院
情
報

学
環
境
教
育
部
・
慶
応
大
学
院
政

策
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
在
学
中
で
あ

る
。

　

若
い
世
代(

20
～
40
歳
代)

の
投

票
率
低
下
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な

い
大
津
町
選
管
委
は
、
初
め
て
有

権
者
と
な
る
高
校
生
が
気
軽
に
、

意
欲
を
も
っ
て
参
加
で
き
る
よ
う

に
町
内
2
つ
の
県
立
高
校
内
に
期

日
前
投
票
所
開
設
を
決
定
、
準
備

に
取
り
か
か
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
4
月
14
日
震
度
5
強
、

16
日
震
度
6
強
な
ど
熊
本
地
震
が
発

生
、
庁
舎
な
ど
公
共
施
設
・
多
く
の

家
屋
が
倒
壊
し
、
道
路
の
損
壊
で
ア

ク
セ
ス
す
ら
な
く
な
る
大
惨
事
と
な

っ
た
。
使
用
予
定
だ
っ
た
投
票
所
や

開
票
所
が
使
用
不
可
能
と
な
り
、
投

票
所
の
プ
レ
ハ
ブ
対
応
、
開
票
所
も

総
合
体
育
館
か
ら
小
学
校
体
育
館
へ

変
更
す
る
、
ま
た
地
震
の
た
め
避
難

所
運
営
や
罹
災
証
明
事
務
等
災
害
関

連
業
務
が
多
忙
を
極
め
、
期
日
前
投

票
所
開
設
の
実
現
が
厳
し
く
な
っ
た
。

し
か
し
こ
こ
で
町
選
管
委
及
び
ス
タ

ッ
フ
の
決
断
、
被
災
地
で
も
通
常
の

選
挙
が
で
き
る
よ
う
選
挙
啓
発
に
励

ん
で
い
る
こ
と
を
伝
え
、
少
し
で
も

明
る
い
話
題
が
発
信
で
き
る
よ
う
に

実
行
あ
る
の
み
と
決
意
し
た
の
で
あ

っ
た
。

　

高
校
内
の
期
日
前
投
票
所
開
設

に
当
っ
て
、
先
ず
候
補
者
の
ポ
ス

タ
ー
を
校
門
前
掲
示
板
に
変
更
し

て
掲
示
し
、
毎
日
通
学
時
に
全
生

徒
の
目
に
止
ま
り
選
挙
を
身
近
に

感
じ
て
も
ら
う
。
第
2
に
年
齢
が

到
達
し
て
い
な
い
3
年
生
や
1
、

2
年
生
に
は
期
日
前
投
票
所
の
準

備
や
当
日
の
受
付
、
案
内
な
ど
を

手
伝
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
投
票

事
務
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
か

を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
。
第
3

に
期
日
前
投
票
所
に
お
い
て
整
備

さ
れ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
活
用
で
、

高
校
に
お
い
て
も
オ
ン
ラ
イ
ン
化

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
持
参
さ
れ
た

入
場
券
の
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
取

り
、
選
挙
人
名
簿
と
の
照
合
を
迅

速
に
行
え
、
同
時
に
確
実
な
消
し

込
み
が
で
き
て
2
重
投
票
を
妨
げ

る
こ
と
を
身
近
に
知
っ
て
も
ら
う
。

第
4
に
、
投
票
日
当
日
は
在
校
生

だ
け
で
な
く
、
近
く
の
住
民
の

方
々
、
高
校
の
卒
業
生
な
ど
一
般

の
方
々
も
多
く
投
票
に
来
ら
れ
、

そ
れ
ら
を
直
に
見
た
高
校
生
に
と

っ
て
は
貴
重
な
社
会
経
験
に
な
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

　

町
選
管
の
決
断
と
学
校
当
局
及

び
高
校
生
の
連
携
・
協
働
に
よ
っ

て
、
若
い
世
代
へ
の
投
票
呼
び
か

け
、
若
者
の
当
事
者
意
識
の
向
上

な
ど
に
良
い
機
会
を
提
供
し
た
実

例
と
し
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　

現
在
、
中
教
審
に
お
い
て
鋭
意

検
討
さ
れ
て
い
る
主
権
者
教
育
の

た
め
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ

の
ひ
と
つ
の
実
践
例
に
な
る
よ
う

な
気
も
す
る
の
で
あ
る
。

町
選
管
委
の
決
断
と

高
校
生
の
コ
ラ
ボ

株
式
会
社｢

笑
下
村
塾｣




